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表紙の写真

とっとり産業

未来フェス

　令和７年２月７日・８
日の２日間にわたり、県
内外の優れた技術や製
品等を広く扱う総合産
業発信イベント「とっと
り産業未来フェス」が開
催されました。
　県内ものづくり企業の
技術・製品の展示やダン
スステージなど、さまざ
まな技術・産業の交流の
場として賑わいました。
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★議員別の賛否の状況は、10、11ページでご覧いただけます。

令和７年２月定例会
（2025）

　開会日の２月20日に、平井知事から、総額3,650億円余の令和７年度鳥取県一
般会計予算など69議案が提案されました。また３月11日に、国の令和７年度予
算案修正に対応した令和７年度鳥取県一般会計補正予算（第１号）など17議案が
追加提案されました。
　代表質問は鳥取県議会自由民主党と鳥取県議会民主とっとりが行い、一般質問
には23名の議員が登壇。県政の諸課題について知事らと活発な議論を展開しました。

 議決の状況�
【知事提出議案】
　◎予 算 議 案　≪可決31件≫　　　◎条 例 議 案　≪可決24件≫
　◎人 事 議 案　≪同意16件≫　　　◎その他議案　≪可決・承認15件≫

【議員提出議案】
　◎条　　　例　≪可決５件≫　　　◎会 議 規 則　≪可決１件≫
　◎意　見　書　≪可決１件　否決２件≫

【陳　　　　情】　≪不採択３件≫

２月定例会の概要    （２月20日～３月24日）

とっとり
県議会だより

燃料電池自動車カットモデルの展示燃料電池自動車カットモデルの展示

宇宙産業技術の展示宇宙産業技術の展示

トランスフォームロボットの展示トランスフォームロボットの展示とっとり産業未来フェス　メイン会場の様子とっとり産業未来フェス　メイン会場の様子
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鳥
取
か
ら
の
日
本
創
生

問
石
破
政
権
は
「
地
方
創
生
２
．
０
」

を
「
令
和
の
日
本
列
島
改
造
」
と
し
て

実
行
す
る
決
意
を
示
し
た
。
新
た
な
地

方
創
生
に
対
し
、ど
う
期
待
し
て
い
る
か
。

答
家
族
や
地
域
の
人
々
と
絆
を
結
ぶ

「
鳥
取
型
の
幸
せ
」
を
目
指
す
こ
と
が
、

石
破
総
理
が
言
う
楽
し
い
日
本
だ
と
思

う
。
ま
た
、地
方
創
生
２
．
０
に
は「
広

域
リ
ー
ジ
ョ
ン
」
と
い
う
新
し
い
言
葉

も
あ
る
が
、
既
に
関
西
広
域
連
合
な
ど

で
府
県
同
士
が
協
力
し
、
活
力
の
創
出

に
取
り
組
ん
で
い
る
。
さ
ら
に
、
若
者

や
女
性
が
強
調
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら

も
、
各
世
代
が
楽
し
ん
で
暮
ら
せ
る
ふ

る
さ
と
づ
く
り
を
考
え
て
い
く
。

問
今
任
期
中
に
、
将
来
を
見
据
え
て

ど
の
よ
う
な
点
に
注
力
さ
れ
る
か
。

答
若
者
の
意
見
を
県
政
に
反
映
さ
せ

福
田
　
俊
史 

議
員

選
挙
区

 

八
頭
郡

代
表
質
問

鳥
取
県
議
会
自
由
民
主
党

非
常
に
困
難
。
様
々
な
主
体
が
協
力
し

合
い
、
持
続
可
能
な
場
を
作
っ
て
い
く

こ
と
が
こ
れ
か
ら
の
主
眼
と
考
え
る
。

過
疎
先
進
県
で
も
あ
る
た
め
、
課
題
解

決
の
先
進
県
と
し
て
今
後
を
展
望
し
た

い
。

問
農
業
生
産
１
千
億
円
達
成
プ
ラ
ン

な
ど
を
ど
う
展
開
し
て
い
く
の
か
。

答
技
術
や
経
験
に
頼
ら
ず
農
業
に
新

規
参
入
で
き
る
よ
う
、
ス
マ
ー
ト
農
業

を
推
進
す
る
モ
デ
ル
事
業
に
着
手
す
る

ほ
か
、
新
た
な
種
雄
牛
の
造
成
を
目
指

す
な
ど
、
い
ろ
い
ろ
な
取
組
に
挑
戦
し

て
い
く
。

問
県
民
参
画
型
の
県
民
立
美
術
館
の

開
館
を
目
前
に
控
え
、
年
間
来
館
者

10
万
人
の
目
標
の
実
現
に
向
け
た
知
事

の
意
気
込
み
を
伺
う
。

答
３
分
の
２
を
無
料
ゾ
ー
ン
と
し

て
、
本
当
の
公
共
施
設
の
美
術
館
と
い

う
コ
ン
セ
プ
ト
で
運
営
し
て
い
く
。
障

が
い
者
や
高
齢
者
向
け
の
鑑
賞
時
間
も

設
け
、
色
々
な
方
が
鑑
賞
し
や
す
く
な

る
取
組
も
検
討
し
て
い
る
。

問
高
校
の
魅
力
化
の
取
組
を
ど
う
評

価
し
て
い
る
か
。
ま
た
、
今
後
の
議
論

を
ど
う
進
め
て
い
く
の
か
。

答
（
教
育
長
）
低
学
年
に
も
体
験
入

学
を
広
げ
る
な
ど
、
高
校
の
魅
力
を
Ｐ

Ｒ
し
て
き
て
お
り
、
企
業
と
協
力
し
て

ス
ー
パ
ー
工
業
士
な
ど
の
育
成
に
取
り

組
め
て
い
る
の
も
取
組
の
大
き
な
成
果

と
考
え
る
。
今
後
、
特
に
中
山
間
地
域

の
学
校
に
つ
い
て
は
、
そ
の
地
域
に

と
っ
て
な
く
て
は
な
ら
な
い
高
校
の
あ

り
方
を
議
論
し
、
ふ
る
さ
と
キ
ャ
リ
ア

教
育
の
成
果
に
も
つ
な
げ
て
い
き
た
い
。

問
本
県
で
開
催
さ
れ
た
「
ね
ん
り
ん

ピ
ッ
ク
」
の
大
会
レ
ガ
シ
ー
を
生
か
し

た
地
域
づ
く
り
を
進
め
、
健
康
寿
命
を

延
ば
し
、
あ
ら
ゆ
る
世
代
が
希
望
を
持

て
る
鳥
取
県
の
実
現
に
必
要
と
考
え
る

が
、
ど
う
取
り
組
む
か
。

答
大
切
な
の
は
健
康
づ
く
り
。
フ
レ

イ
ル
対
策
事
業
も
強
化
し
、
高
齢
者
が

健
や
か
に
年
を
重
ね
ら
れ
る
よ
う
、
地

域
の
環
境
を
整
え
て
い
き
た
い
。

問
山
陰
道
と
山
陰
近
畿
道
を
つ
な
ぐ

通
称
「
南
北
線
」
は
、
災
害
発
生
時
に

は
確
実
性
の
高
い
緊
急
輸
送
路
と
な

り
、
県
土
の
強
靭
化
に
も
寄
与
す
る
。

整
備
に
向
け
た
現
状
は
ど
う
か
。

答
令
和
２
年
に
国
か
ら
素
案
が
示
さ

れ
て
以
降
、
停
滞
し
て
い
た
。
関
係
者

と
様
々
な
交
渉
を
重
ね
、
都
市
計
画
手

続
を
前
進
さ
せ
ら
れ
る
め
ど
が
立
っ

た
。
で
き
る
限
り
円
滑
に
都
市
計
画
決

定
に
向
け
た
手
続
き
を
進
め
て
い
き
た

い
。
早
け
れ
ば
年
内
に
も
出
口
に
た
ど

り
着
け
る
と
思
う
。

る
よ
う
タ
ス
ク
フ
ォ
ー
ス
を
立
ち
上
げ

た
ほ
か
、
選
挙
で
の
い
わ
ゆ
る
「
２
馬

力
選
挙
」
と
い
う
問
題
も
他
の
知
事
と

協
力
し
て
ア
ピ
ー
ル
し
て
き
た
。
地
方

自
治
や
民
主
主
義
を
守
り
、
ま
た
、
若

者
や
女
性
が
暮
ら
し
や
す
い
社
会
の
実

現
に
向
け
、
ベ
ク
ト
ル
を
大
き
く
変
え

る
。
ほ
か
に
、
移
住
定
住
を
増
や
す
対

策
も
大
き
な
課
題
だ
。

問
台
湾
へ
の
直
行
便
が
５
月
に
就
航

す
る
。
こ
れ
を
契
機
と
し
て
台
湾
と
の

交
流
を
ど
う
進
め
て
い
く
の
か
。

答
地
方
レ
ベ
ル
の
地
域
間
交
流
は
活

発
で
あ
り
、
学
校
同
士
の
交
流
も
生
ま

れ
て
い
る
。
初
便
で
は
台
湾
の
観
光
関

係
者
が
多
く
来
県
さ
れ
る
た
め
、
ビ
ジ

ネ
ス
も
含
め
た
交
流
を
進
め
台
湾
直
行

便
を
育
て
て
い
き
た
い
。

問
人
口
減
に
よ
り
買
物
環
境
の
確
保

や
地
域
公
共
交
通
の
維
持
が
困
難
に
な

る
と
予
想
さ
れ
る
。対
症
療
法
で
な
く
、

よ
り
一
歩
踏
み
込
ん
だ
対
策
が
必
要
と

考
え
る
が
ど
う
か
。

答
人
口
減
少
下
で
買
い
物
環
境
な
ど

は
維
持
し
づ
ら
く
、
抜
本
的
な
解
決
も

暮
ら
し
を
守
る

県
民
を
守
る

地
方
を
守
る

未
来
を
守
る

一
般
質
問

代
表
質
問

常
任
委
員
会
活
動

議
決
結
果

とっとり県議会だより
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こ
れ
か
ら
の
高
速
道
路
整
備

問
米
子
―
境
港
間
の
高
規
格
道
路
は

今
が
正
念
場
。
計
画
段
階
評
価
に
向
け

た
手
応
え
は
。

答
一
定
の
手
応
え
が
あ
る
。
必
要
性

に
つ
い
て
は
以
前
と
変
わ
っ
て
き
た
国

の
答
え
に
な
っ
て
い
る
。
令
和
６
年
度

内
に
も
う
１
回
国
に
対
し
て
要
請
活
動

を
し
て
、
何
と
か
令
和
７
年
度
の
箇
所

づ
け
獲
得
に
つ
な
げ
て
い
き
た
い
。

問
江
府
三
次
道
路
は
ど
ん
な
形
で
も

全
線
開
通
を
目
指
し
て
い
く
べ
き
と
思

う
が
、
未
事
業
化
区
間
へ
の
思
い
は
。

答
５
期
目
の
公
約
に
地
元
意
見
に
基

づ
い
て
江
府
三
次
道
路
の
進
捗
を
図
る

と
書
い
た
。
独
立
し
た
自
動
車
専
用
道

を
地
元
が
切
望
し
て
い
る
状
況
で
も
な

い
の
で
、
現
道
改
良
等
に
よ
り
江
府
三

次
道
路
の
進
捗
を
図
っ
て
い
る
。

村
上
泰
二
朗 

議
員

選
挙
区

 

西
伯
郡

代
表
質
問

鳥
取
県
議
会
民
主
と
っ
と
り

て
い
く
こ
と
が
極
め
て
大
切
だ
と
思

う
。
観
光
や
宇
宙
産
業
、
医
工
連
携
や

Ｉ
Ｔ
な
ど
、
鳥
取
県
は
こ
れ
で
や
っ
て

い
く
と
い
う
こ
と
を
示
し
て
い
く
の
も

知
事
の
リ
ー
ダ
ー
と
し
て
の
役
割
で
あ

り
、
方
向
を
示
し
て
い
た
だ
け
れ
ば
。

答
以
前
の
液
晶
産
業
を
中
心
と
し
た

方
針
を
、
そ
れ
ぞ
れ
の
産
業
を
応
援
す

る
形
に
切
り
替
え
た
。
ニ
ッ
チ
な
産
業

で
も
大
切
に
将
来
伸
び
行
く
も
の
を
育

て
て
い
く
。
航
空
系
産
業
や
食
品
系
、

部
品
産
業
や
半
導
体
な
ど
、
産
業
や
経

済
の
動
き
に
併
せ
て
産
業
誘
導
す
る
。

問
国
の
動
き
か
ら
先
行
し
て
鳥
取
県

庁
も
分
散
を
し
て
、
中
山
間
地
域
を
含

む
県
全
体
へ
と
広
げ
、
八
頭
に
生
活
環

境
部
、
日
野
郡
に
福
祉
保
健
部
や
教
育

委
員
会
、
米
子
市
に
商
工
労
働
部
、
境

港
市
に
危
機
管
理
部
を
置
く
、
こ
ん
な

こ
と
を
考
え
て
は
い
か
が
か
。

答
こ
の
時
代
だ
か
ら
、
場
所
で
全
て

縛
ら
れ
る
も
の
で
は
な
く
、
円
滑
に
機

能
す
る
県
庁
に
す
る
様
々
な
工
夫
を
今

後
展
開
し
て
い
き
た
い
。

問
日
野
高
校
の
学
級
減
の
案
が
示
さ

れ
た
。
日
野
高
校
は
２
学
級
、
結
果
的

に
少
人
数
学
級
で
、
課
題
解
決
で
き
る

生
徒
を
育
て
る
教
育
方
針
、
地
元
の
熱

意
あ
る
支
援
に
よ
り
、
魅
力
あ
る
高
校

と
し
て
学
校
の
存
続
へ
向
け
て
努
力
し

て
い
る
。
こ
の
学
級
減
は
学
校
の
魅
力

の
減
退
に
つ
な
が
り
強
く
反
対
す
る
。

教
育
機
関
が
中
山
間
地
域
に
あ
る
意
味

を
考
え
て
知
事
の
所
見
は
。

答
地
方
行
政
委
員
会
と
し
て
の
教
育

委
員
会
の
独
立
性
を
尊
重
す
る
。

問
昨
年
教
員
採
用
数
が
予
定
数
か
ら

大
き
く
不
足
し
た
。
今
年
の
辞
退
数
と

ど
の
程
度
採
用
で
き
る
見
込
み
な
の
か
。

答
（
教
育
長
）
現
時
点
で
は
不
明
。

問
不
登
校
も
増
え
て
お
り
、
フ
リ
ー

ス
ク
ー
ル
に
第
２
の
教
育
機
関
の
役
割

が
大
き
く
な
っ
て
い
る
。
支
援
体
制
の

こ
れ
か
ら
の
取
組
は
。
ま
た
、
い
じ
め

被
害
者
は
全
額
無
料
化
す
べ
き
。

答
授
業
料
助
成
、
通
学
費
助
成
な
ど

フ
ル
セ
ッ
ト
で
や
っ
て
い
る
の
は
、
全

国
で
も
鳥
取
県
ぐ
ら
い
。
急
速
に
フ

リ
ー
ス
ク
ー
ル
が
増
え
て
新
年
度
、

16
、
17
校
に
な
る
。
連
携
し
て
子
ど
も

た
ち
の
育
ち
を
支
え
た
い
。
い
じ
め
被

害
者
だ
け
を
特
別
に
支
援
す
る
の
で
は

な
く
、
平
等
に
支
援
す
べ
き
。

問
学
校
現
場
に
山
積
す
る
課
題
に
対

し
て
校
長
と
教
頭
の
学
校
経
営
力
が
大

切
で
あ
り
、
学
校
経
営
力
を
高
め
る
べ

く
専
門
職
と
し
て
教
育
行
政
職
を
導
入

す
る
べ
き
で
は
。

答
（
教
育
長
）
子
ど
も
た
ち
の
教
育

が
充
実
す
る
よ
う
努
め
て
ま
い
り
た
い
。

問
給
食
費
の
無
償
化
に
向
け
て
市
町

村
と
の
交
渉
状
況
は
。

答
市
町
村
と
か
ん
か
ん
が
く
が
く
議

論
し
た
が
、
あ
っ
た
ほ
う
が
い
い
と
い

う
も
の
の
、
本
当
は
国
全
体
で
や
る
べ

き
と
い
う
の
が
そ
ろ
っ
て
い
る
。
令
和

８
年
度
か
ら
小
学
校
か
ら
無
償
化
す
る

と
い
う
国
会
の
取
り
ま
と
め
を
見
て

フ
ォ
ロ
ー
し
て
い
く
。

問
全
国
で
急
速
に
子
育
て
政
策
の
大

切
さ
が
認
識
さ
れ
て
進
む
中
で
、
鳥
取

県
が
埋
も
れ
て
し
ま
う
の
で
は
な
い
か

と
危
惧
し
て
い
る
。

答
国
の
子
育
て
の
政
策
が
ど
ん
ど
ん

進
ん
で
く
る
と
き
に
、
で
は
我
々
は
次

の
一
手
を
ど
う
す
る
か
と
い
う
の
を
シ

ン
・
子
育
て
王
国
と
し
て
今
後
ま
た
丁

寧
に
市
町
村
と
協
議
を
進
め
て
い
き
た

い
。
他
の
地
域
を
一
歩
、
二
歩
リ
ー
ド

し
な
が
ら
、ぜ
ひ
鳥
取
は
住
み
や
す
い
、

育
て
や
す
い
と
ア
ピ
ー
ル
で
き
る
よ
う

に
し
て
い
け
れ
ば
と
思
う
。
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を
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問 農業生産１千億円を達成
するためには、農業を担う後
継者の意見を聞き議論する場
が必要と考えるがどうか。
答 １千億円を本気で達成す
るためには、そういう人たち
と政策の立案や執行をしてい
かなければいけない。若者会
議を設置する。
問 大雪になると湯原ＩＣか
ら通行止めになることが多い
円滑に移動できる整備として
北条湯原道路と米子道を繋ぐ
道が必要ではないか。
答 蒜山ＩＣに向けてのネッ
トワーク化等、改良の促進を
岡山県と進めていきたい。

問 ①若者や女性から選ばれ
る県民運動のスピードアップ
②外国人材の活用と定着に向
けた地元日本語学校による日
本語教育の充実と生活面での
支援強化③スマート農業を活
用した農福連携事業の推進。
答 ①スピードを上げていく
必要があり、令和の改新の県
民会議を立ち上げた。男女協
働未来創造本部を作り本気で
取り組む②日本語学校が重要
であり、どのように支えるか
関係者と協議する③機械化や
効率化による工夫により農福
連携の分野にスマート農業の
導入を進めたい。

問 障がい者が親亡き後に安
心して暮らすために当初予算
に計上された地域生活サポー
ト事業はどのようなものか。
答 グループホームの円滑な
設置が進むよう県単独の支援
措置を創設するとともに、地
域での生活支援を行うセン
ター機能について、都市部で
は機能強化を、周辺部では連
携を図りながら機能を維持す
る二つのモデル事業に取り組
む。安心サポートファイルに
ついては、親亡き後に残して
いきたい対象者の成長に応じ
た重点的な記載事項になるよ
うに改善を図っていく。

問 ①県内避難所における国
際基準であるスフィア基準

（※３）について伺う②県西
部の特産である白ネギとブ
ロッコリーの出荷量が減少し
ている。産地維持のための対
策について伺う。
答 ①２月議会に24時間以内
に避難所へトイレ、キッチン、
ベッドをそろえていく「ＴＫ
Ｂ24」を提案した。避難所
環境の向上を目指していきた
い②令和６年度に白ネギ、ブ
ロッコリーの産地プログラム
を作成した。とくに暑熱対策、
コールドチェーン（※４）の
在り方を関係者と検討する。

問 ①自由進度学習（※１）な
ど新しい授業の取入れ、子ど
もの非認知能力（※２）の向
上、倉吉市の授業時数を減ら
し不登校対策や授業改善にあ
てる取組等の県内普及は②厚
生病院の病棟老朽対策は。
答 ①（教育長）非認知能力
向上が学力と相関するとの
知見得た。倉吉西中が毎週子
どもの状況を全教職員で共有
し、不登校の激減、学力向上
につなげた。それを市内の学
校に広げるもの。自由進度学
習試行も成果でている。県内
に普及させる②厚生病院のあ
り方や病院間連携を協議する。

選挙区  米子市
会　派  公明党

選挙区 倉吉市
会　派 民主とっとり

①災害時の対応強化
②県内農業振興

新しい学びと教員働き
方、厚生病院老朽対策

前原　茂
議員

興治　英夫
議員

選挙区  鳥取市
会　派  自由民主党

島谷　龍司

障がい者への親亡き後
の支援について

選挙区  東伯郡
会　派  自由民主党

選挙区  鳥取市
会　派  公明党

語堂　正範

前田　伸一

①農業若者会議の設置
②北条湯原道路の延伸

地方創生の加速化、外
国人材活用、農福連携

議員

議員

議員

一
般
質
問

答
弁
者
説
明�

　

答
弁
者
は
、
記
載
の
な

い
も
の
は
知
事
（
各
部
局
長

の
答
弁
も
含
む
）。
教
育
長
、

警
察
本
部
長
は
知
事
の
部
局

で
は
な
い
た
め
、
別
に
表
記

し
た
。
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【
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由
民
主
党
】
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【
民
主
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っ
と
り
】

　
　
鳥
取
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会
民
主
と
っ
と
り

【
公　
明　
党
】

　
　
公
明
党
鳥
取
県
議
会
議
員
団

　２月定例会では、　23人の議員が
一般質問を行いました。
　本紙では、各議員の質問の中から、
質問と答弁の要旨を掲載します。
　なお、議事録の全文は、県議会ホー
ムページからご覧になれます。
※掲載に時間がかかる場合があります。

鳥取県議会

本会議議事録

鳥取県議会　政務活動費

県議会インターネット放送局

（※１）自由進度学習…児童生徒が自分で学習計画を立てるなどして、それぞれの進度で学んでいく学習方法。
（※２）非認知能力…知能検査や学力検査等で測定できない能力。意欲、忍耐力、協調性、自制心など。
（※３）スフィア基準…人道憲章と人道対応に関する最低基準の通称。紛争や災害の被害者が尊厳のある生活を送ることを目的とする。
（※４）コールドチェーン…生鮮食品や医薬品などを生産・輸送・消費の過程で途切れることなく低温に保つ物流方式。
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とっとり県議会だより
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問 米子駅前から医大前まで
は、交通量が多く渋滞してい
る。３車線化に伴い、渋滞が
増えるのではないか。また、
防災道路であり、原発の緊急
輸送道路でもある。賑わいよ
りも命が大切である。米子市
は３車線化について実現可能
性があるとしているが、県の
担当に聞くと温度差があるた
め、実現性を確認したい。
答 現状としてニュートラル
であり、地域の意向を聞き、
諸条件をクリアできるのか、
県としてもよく見させていた
だきながら丁寧に解決策を考
えていく手順と思っている。

問 災害リスクが低く、南海
トラフ地震で果たす役割も大
きい鳥取県に新設の防災庁の
拠点を置くことへの国への働
きかけを期待するがどうか。
答 防災庁の分局が最終的に
どうなるか見据えながら、国
の防災上の支援拠点としての
準備を進めていきたい。
問 県内の小・中学校の不登
校児童生徒が増加し続ける
中、学校の出席扱いとなる認
定フリースクールがより重要
となると考えるがどうか。
答 学校と同様、子どもの居場
所や学び・成長の場のフリー
スクールをサポートしたい。

問 ①地元就職を担う専門高
校へ産学官連携の予算措置を
②多文化共生・国際化に対応
できる英語、ビジネス人材育
成の方策は③現学科と地域特
性を生かした専攻科を設置し
スキル高度化を目指しては。
答 ①高校改革の方針により、
人材育成に係る特別交付税を
念頭に協力する（教育長）②
意思疎通できる対話型学習、
企業・社会人講師を推進③目
指せる部分あり検討する。
問 生活道路、国登録文化財
として県はどう関われるか。
答 米子市の方針により財政
支援、国との調整役を果たす。

問 ①特定地域づくり事業協
同組合制度が緩和されるこ
とで、スキー場なども安定経
営できる。他分野でも、この
制度を横展開して推進してい
くべき②本県における今後の
シェアリングエコノミーの可
能性について知事の所見は。
答 ①地元で支援のスキーム
とか運営形態を考えるのであ
れば相談して、この特定事業
の組合の活用も含め、スキー
リゾートなどの持続可能な発
展について協力したい②引き
続き、ニーズを踏まえて、本
県の価値ある資源を生かすた
め、市町村と連携したい。

問 ①「仕事の究極の目的は、
部下は上司を出世させること
上司は部下を出世させること」
等という職場ミーティングが
あったと聞き驚いた。知事の
所感は②児相の措置児が施設
で自死。二次検証では児相や
施設の対応が自死に追い込ん
だことになっているのか。検
証結果の公表、知事の謝罪は
③万博会場はメタンガスが出
続け、カジノと隣合わせ。な
ぜ万博修学旅行だけ支援か。
答 ① 士 気、職 場 全 体 の パ
フォーマンス上げる意図で出た
と考える②検証中。結果を公
表する③知見深めるチャンス。

問 特別支援学校で行動障が
いのある子どもがパニックを
起こした際に、障害者虐待防
止法では虐待とみなされかね
ないような対応があった。保
護者と学校の認識のずれ、関
係機関との情報共有不足など
福祉と教育の連携における
様々な課題がこの事案から明
らかになったが、今後どう改
善していくのか。
答 （教育長）体罰防止ハン
ドブックに緊急時対応の追
記、福祉分野との合同研修の
検討、保護者や関係機関との
連絡情報共有についてデジタ
ル活用の研究等を進める。

選挙区  鳥取市
会　派  無所属

選挙区  倉吉市
会　派  自由民主党

職場と知事の姿勢、自
死事案、万博修学旅行

行動障がい支援におけ
る教育との連携の課題

市谷　知子
議員

川部　洋
議員

選挙区  米子市
会　派  無所属

選挙区  八頭郡
会　派  無所属

西村　弥子

前住　孝行

県立専門高校の魅力化
昭和文化遺産旧日野橋

①特定地域づくり事業
②シェアエコノミー

選挙区  米子市
会　派  無所属

選挙区  米子市
会　派  自由民主党

山川　智帆

河上　定弘

米子駅前４車線の３車
線化（歩道）

防災庁の拠点を本県に
不登校対策

議員

議員

議員

議員
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問 ①第７次エネルギー基本
計画では再エネ依存度４～５
割。エネルギー政策の取組は
②療育が必要な子の現場支援
者研修の充実。家庭支援と居
場所づくりを③身近な「年収
の壁」無料相談窓口設置を。
答 ①福島原発事故以降、エネ
ルギー生産・自給県を目指し
メガソーラーやバイオ、風力
も出来た。今後再エネと省エ
ネを進め地球との共生でリー
ダーシップ発揮したい②現場
や家庭支援プログラムを進め
ているが何が足りないのか聞
き改善したい③国の方針が定
まれば関係者と統一を図る。

問 人口減少問題に対する本気
度を形にする。これまでのや
り方を変えていく必要がある。
一千万円の出産お祝い金は
将来世代に向けた大きなメッ
セージで未来への投資。人口
が増えれば需要や税収も増え
経済も必ず成長。未来に夢と
希望を描く事ができる。この
政策を鳥取から国民運動に。
楽しい日本を鳥取から創る。
答 次世代の事を考えるのは
大賛成だが多分お金じゃな
いと思う。地方団体がやるべ
き事は社会サービスの提供。
300億の捻出は県財政の１
割。我々の能力を超えている。

問 令和６年度県民意識調査
で男女の社会的な役割意識が
平成元年に比べてほぼ反転し
た。男女施策は次のフェーズ
へと進んでいく時代に移り変
わったのではないか。
答 男性は外で働き女性は家
庭を守るという考え方に賛成
が３割、反対が７割と逆転し
た。意識改革が進むことで鳥
取県での住みやすさ働きやす
さにつながってくる。そこに
ある大きな壁を打ち破ってい
くために、ぜひ県民運動に育
てていきたい。社会も根本か
ら変化することがあると信じ
て施策を投入する。

問 不登校対策の「学びの多
様化学校」導入の可能性は。
答 （教育長）制度として県
立は難しい。市町村と議論を
しっかり進めていく。
問 シカの食害が原因の植生
被害とそれに伴う土砂災害の
危険性は。
答 対策の成果が出ている地
域もある。災害防止のために
もシカの食害対策に本腰を入
れるタイミングが来ている。
問 広葉樹や特用林産物も含
めた県内循環消費型の森のデ
ザインが必要。
答 それが理想的。特用林産
物支援の在り方も検討する。

問 ①鳥取自動車道のトンネ
ル内での正面衝突防止対策の
施設整備と県警察の取り組み
について伺う②津波から県民
や来訪者を守る対策と「ぼう
さいこくたい」開催誘致につ
いて伺う。
答 ①対向車線に出ない構造物
の早期対策と注意喚起の電光
掲示板の設置を国に求める（警
察本部長）広報啓発や取締な
ど事故抑止策を推進する②津
波観測体制やソフト対策に取
り組む「ぼうさいこくたい」
の誘致は意義があり国に要請
する。（教育長）子どもの命を
守る真の防災教育を行う。

問 谷口ジローさん原作「遥
かな町へ」の待望の映画化が
決まったが、どのような期待
を寄せられるか。
答 世界中の人に見てもらえる
ような映画となるよう協力は
惜しまない。大きな大輪の花
を咲かせられるようにする。
問 外郭団体の中に数千万以
上の大きな運用評価損を出し
ている団体がある。県でガイ
ドラインを設定し、一括運用
を検討するべきでは。
答 ご指摘の通りの部分が多
い。ガイドラインの設置や一
括運用について関係機関と話
し合いを始める。

選挙区  鳥取市
会　派  自由民主党

選挙区  倉吉市
会　派  自由民主党

①鳥取道の事故防止
②津波対策

「遥かな町へ」映画化
外郭団体の運用評価損

東田　義博
議員

鳥羽　喜一
議員

選挙区  境港市
会　派  自由民主党

選挙区  鳥取市
会　派  自由民主党

安田　由毅

山本　暁子

男女共同参画県民意識
調査について

学びの多様化学校
森林づくりについて

選挙区  米子市
会　派  民主とっとり

選挙区  鳥取市
会　派  無所属

浜田　妙子

玉木　裕一

①再生可能エネルギー
②療育支援③年収の壁

異次元の少子化対策
出産お祝い金一千万

議員

議員

議員

議員
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7 （※５）ビオトープ化…ある空間や場所を、自然界にある本来の生物の生息空間に近づけること。
（※６）Ｊブルークレジット…沿岸域・海洋における気候変動緩和と気候変動適応へ向けた、温室効果ガス削減を排出権とするクレジット。

問 ①航空路線を堅固にする
滑走路延長と、災害時の陸
の孤島を防ぐ路線や便数の確
保を②ＪＲグループだけでは
ローカル路線の維持管理は難
しい。行政が関わる必要あり
③年収の壁対策は中間層まで
減税効果が及ぶように公明党
案で予算を修正。効果は。
答 ①2500ｍ化は搭乗者数
50万人以上等が条件。路線
の誘致や利用促進に努める②
国、地域も協力し運行をサ
ポートすることが重要③２～
４万円の定額減税になり、働
き控えに効果があり、生活者
支援にもなる。

問 ①短時間正職員の手当て、
退職金の基準はどうか②週休
３日制度の対象の活動とは？
③短時間会計年度職員にも
住居手当支給は出来ないか④
なじみの薄いアフリカ・南米
等とのオンライン交流事業を
やってはどうか。
答 ①若干調整はあるが同等
の扱い。終身雇用も認められ
る②以前からの育児・介護に
加え自治会・消防団・NPO・
祭り等にも対象を拡大③法律
上は不可だが世の中動いてい
る。私たちなりに努力したい。
④（教育長）体験が生徒を成
長させる。ぜひ紹介をしたい。

問 ①高校授業料無償化の議
論が進む一方で公立高校の定
員割れが深刻化するのではと
の懸念もあるが、どのように
対処されるのか②生産者が安
心して生産し、消費者も納得
して消費できる農業政策を目
指すよう国に提言すべき。
答 ①（教育長）公立ならで
はの人材の磨き上げ、魅力化
を高めていくことが必要であ
り、今後の高校のあり方をしっ
かり検討していく②米の増産
の方向に移ってきており、国
に対しても要望する。現場と
よく協議し、規模に応じた生
産振興策を図っていく。

選挙区  鳥取市
会　派  自由民主党

①高校授業料無償化
②米の適正価格

中島　規夫
議員

選挙区  鳥取市
会　派  民主とっとり

尾崎　薫

短時間正職員
海外の学校との交流

選挙区  鳥取市
会　派  公明党

銀杏　泰利

陸の孤島を防ぐ対策
年収の壁対策

議員 議員

問 花回廊は開園26年経過し
来園者半減。60代以上が過半
数で10 ～ 20代はわずか８％。
子どもや若者に刺さるテコ入
れ必要。東アジア各国での
昆虫ブームを機に、花や果樹
と生き物の関係を学べるビオ
トープ化（※５）を。大手化
粧品会社と提携しメインフラ
ワーのユリを使った香水の開
発を。指定管理者任せにせず
全庁挙げて県立最大の観光施
設を盛り上げる体制づくりを。
答 ビオトープ化、若者のト
レンドを捉えた土産品開発等
新年度早々に全庁的なPTを
創設して体制強化を図る。

問 ①境漁港の冷凍・冷蔵施
設の能力不足が課題である。
建設に向け、第３セクター
などあらゆる可能性を検討し
ていただきたい②県ではＪブ
ルークレジット（※６）を発
行しているが、これは公的な
排出量削減として扱われるべ
きでは。
答 ①スキーム作りが急がれ
る。県として積極的にプロジェ
クトに参画する②アラメの育
成などのために仕組みを導入
した。企業にとっても実質的
なメリットがある。パブリッ
クなクレジットとなるよう国
に対して要望活動をする。

問 和牛王国とっとりの復活
に向け、早期から和牛経営の
知識を養い、全国一を目指す
気概を持った後継者を育てる
べきだ。県として高校に和牛
コースの設置を取り組み、和
牛甲子園出場に向かっては。
答 和牛飼育コースはないが、
県が働きかけ繫殖和牛の優良
賞を獲得されている。畜産試
験場や農業大学校を含め、よ
り専門技術者による和牛後継
者育成の支援をしていく（教
育長）農業後継者育成に和牛
は非常に重要と考える。令
和７年度予算で施設整備した
い。

選挙区  西伯郡
会　派  自由民主党

鹿島　功

倉吉農業高校へ和牛に
特化したコース設置を

選挙区  鳥取市
会　派  無所属

選挙区  境港市
会　派  自由民主党

福浜　隆宏浜田　一哉

令和の改新で花回廊
全庁挙げて磨き上げ

水産業における諸課題
について

議員議員 議員
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　鳥取県議会には４つの常任委員会があり、定例会中の付
託案件の審査に加え、閉会中も継続審査や現地調査、勉強
会などの活動を続けています。常任委員会活動

◎２月定例会審査結果（議案）
　大阪・関西万博の本県展示ゾーンの設置を
含む「令和７年度一般会計予算」のほか、採
用の難しい特定の資格を要する保育士や看護
師などの人材確保に向けて、全国初の短時間
勤務正職員制度となる「特定の職の人材確保
のための鳥取方式短時間勤務を導入する緊急
措置に関する条例」の制定、現行の高等学校
等就学支援金制度の対象外であった者への授
業料補助制度の創設、高校生等がいる低所得
者世帯を対象とする奨学給付金を拡充する「令
和７年度一般会計補正予算」など23議案につ
いて、慎重に審査を行った結果、いずれも原
案のとおり可決すべきものと決定した。

総務教育常任委員会

農林水産商工常任委員会

福祉生活病院常任委員会

◎２月定例会審査結果（議案）
　若者や女性からも選ばれる地域の魅力や職
場づくりをはじめ、３月末開館の県立美術館
や４月からの万博開催を契機とした誘客促進、
地域高規格道路の整備等を含む「令和７年度
鳥取県一般会計予算」など17議案について慎
重に審査を行い、いずれも原案のとおり可決
または承認すべきものと決定した。
◎県外調査（２/５～７：佐賀県・熊本県）
　佐賀県ではバリアフリーツーリズムの取組、
国スポ・全障スポの開催結果、吉野ケ里歴史
公園での文化財保護等について、熊本県では
災害対応拠点の整備、横断歩道での一時停止
啓発などについて、調査・意見交換を行った。

◎２月定例会審査結果（議案・陳情）
　米増産、次期高能力種雄牛造成のための取
組や、激動化する国際経済環境に対応する事
業者への支援、持続的な賃上げに向けた価格
適正化及び生産性向上への支援等、新年度予
算など17件の議案の審議を行い、いずれも原
案どおり可決すべきものと決定した。また、
新規提出の陳情１件を審査し、不採択と決定
した。
◎県外調査（２/５～７：沖縄県）
　一昨年から同県で販売される星空舞の状況
について、更なる販路拡大の可能性を現地関
係者と意見交換するとともに、商店街で増加
する空き店舗を利用したスタートアップ支援
の状況などについて調査した。

地域県土警察常任委員会

◎２月定例会審査結果（議案・陳情）
　医療・社会福祉・保育施設等の物価高騰対
策支援、親亡き後を見据え障がい者が地域で
安心して暮らせるための体制整備、闇バイト
による犯罪等の対策強化等を含む「令和７年
度一般会計予算」の他、SNS等を介した犯罪
やいじめ、生成AIによる児童ポルノ等諸課題
に対応し健全な育成環境形成を図る「鳥取県
青少年健全育成条例」改正、現行高等学校等
就学支援金制度の対象外であった者への授業
料支援創設に対応する「令和７年度一般会計
補正予算」など25議案について慎重に審議を
した結果、いずれの議案も原案のとおり可決
すべきものと決定した。また、新規提出の陳
情１件を審査し不採択と決定した。

空き店舗を利用したスタートアップ支援を視察（沖縄県）空き店舗を利用したスタートアップ支援を視察（沖縄県） 吉野ヶ里歴史公園の発掘現場を視察（佐賀県）吉野ヶ里歴史公園の発掘現場を視察（佐賀県）
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とっとり県議会だより
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令和７年２月定例会付議案等議決結果（全会一致で議決された議案）

議案等
番号 件　　　名 議決

結果
② 令和７年度鳥取県用品調達等集中管理事業特別会

計予算 可決

③ 令和７年度鳥取県公債管理特別会計予算 可決

④ 令和７年度鳥取県給与集中管理特別会計予算 可決

⑥ 令和７年度鳥取県母子父子寡婦福祉資金貸付事業
特別会計予算 可決

⑦ 令和７年度鳥取県中小企業近代化資金助成事業特
別会計予算 可決

⑧ 令和７年度鳥取県就農支援資金貸付事業特別会計
予算 可決

⑨ 令和７年度鳥取県林業・木材産業改善資金助成事
業特別会計予算 可決

⑩ 令和７年度鳥取県県営林事業特別会計予算 可決

⑪ 令和７年度鳥取県県営境港水産施設事業特別会計
予算 可決

⑫ 令和７年度鳥取県沿岸漁業改善資金助成事業特別
会計予算 可決

⑬ 令和７年度鳥取県港湾整備事業特別会計予算 可決

⑭ 令和７年度鳥取県収入証紙特別会計予算 可決

⑮ 令和７年度鳥取県県立学校農業実習特別会計予算 可決

⑯ 令和７年度鳥取県育英奨学事業特別会計予算 可決

⑱ 令和７年度鳥取県営電気事業会計予算 可決

⑳ 令和７年度鳥取県営埋立事業会計予算 可決

� 令和７年度鳥取県営病院事業会計予算 可決

� 令和６年度鳥取県一般会計補正予算（第６号） 可決

� 令和６年度鳥取県公債管理特別会計補正予算（第
１号） 可決

� 令和６年度鳥取県国民健康保険運営事業特別会計
補正予算（第１号） 可決

� 令和６年度鳥取県中小企業近代化資金助成事業特
別会計補正予算（第１号） 可決

� 令和６年度鳥取県県営林事業特別会計補正予算
（第１号） 可決

� 令和６年度鳥取県県営境港水産施設事業特別会計
補正予算（第１号） 可決

� 令和６年度鳥取県港湾整備事業特別会計補正予算
（第１号） 可決

� 令和６年度鳥取県育英奨学事業特別会計補正予算
（第１号） 可決

� 令和６年度鳥取県営病院事業会計補正予算（第３
号） 可決

� 刑法等の一部を改正する法律の施行に伴う関係条
例の整理等に関する条例 可決

� 鳥取県一時保護施設に関する条例 可決

� 鳥取県立博物館の設置及び管理に関する条例等の
一部を改正する条例 可決

� 鳥取県特定個人情報の利用及び提供に関する条例及び
鳥取県住民基本台帳法施行条例の一部を改正する条例 可決

� 鳥取県営鳥取空港の設置及び管理に関する条例の
一部を改正する条例 可決

� 鳥取県附属機関条例の一部を改正する条例 可決

� 鳥取県知事の権限に属する事務の処理の特例に関
する条例の一部を改正する条例 可決

� 鳥取県保護施設及び授産施設に関する条例等の一
部を改正する条例 可決

� 鳥取県民生委員定数条例の一部を改正する条例 可決

� 鳥取県建築基準法施行条例の一部を改正する条例 可決

� 鳥取県福祉のまちづくり条例の一部を改正する条例 可決

� 貸付金の返還に係る債務の免除に関する条例の一
部を改正する条例 可決

� 鳥取県手数料徴収条例の一部を改正する条例 可決

� 鳥取県警察手数料条例の一部を改正する条例 可決

� 鳥取県淀江産業廃棄物処理施設計画地地下水等調
査会条例を廃止する条例 可決

� 工事請負契約（鳥取県地域衛星通信ネットワーク
等更新工事）の締結について 可決

議案等
番号 件　　　名 議決

結果
� 財産を無償で貸し付けること（童謡館・鳥取世界

おもちゃ館用地）について 可決

� 財産を無償で貸し付けること（米子市営武道館用
地）について 可決

� 財産を無償で貸し付けること（（元）鳥取県営米
子屋内プールの建物及び用地）について 可決

� 財産を無償で貸し付けること（放牧場用地）につ
いて 可決

� 財産を無償で貸し付けること（境港昭和地区埠頭
用地）について 可決

� 財産を無償で貸し付けること（鳥取東高等学校進
入路）について 可決

� 財産を無償で譲渡すること（円護寺川廃川敷地）
について 可決

� 権利の放棄について 可決

� 県道の路線の変更について 可決

� 県営土地改良事業等の施行に伴う市町村負担金に
ついての議決の一部変更について 可決

� 包括外部監査契約の締結について 可決

� 専決処分の承認について 承認

� 特定の職の人材確保のための鳥取方式短時間勤務
を導入する緊急措置に関する条例 可決

� 鳥取県税条例の一部を改正する条例 可決

� 職員の給与に関する条例等の一部を改正する条例 可決

� 職員の旅費等に関する条例等の一部を改正する条例 可決

� 職員の勤務時間、休暇等に関する条例等の一部を
改正する条例 可決

� 鳥取県青少年健全育成条例の一部を改正する条例 可決

� 鳥取県病院局企業職員定数条例の一部を改正する
条例 可決

� 令和７年度鳥取県一般会計補正予算（第１号） 可決

� 鳥取県教育委員会委員の任命について 同意

� 鳥取県収用委員会委員の任命について 同意

� 鳥取県収用委員会委員の任命について 同意

� 鳥取海区漁業調整委員会委員の任命について 同意

� 鳥取海区漁業調整委員会委員の任命について 同意

� 鳥取海区漁業調整委員会委員の任命について 同意

� 鳥取海区漁業調整委員会委員の任命について 同意

� 鳥取海区漁業調整委員会委員の任命について 同意

� 鳥取海区漁業調整委員会委員の任命について 同意

� 鳥取海区漁業調整委員会委員の任命について 同意

� 鳥取海区漁業調整委員会委員の任命について 同意

� 鳥取海区漁業調整委員会委員の任命について 同意

� 鳥取海区漁業調整委員会委員の任命について 同意

� 鳥取県男女共同参画推進員の任命について 同意

� 鳥取県男女共同参画推進員の任命について 同意

� 鳥取県男女共同参画推進員の任命について 同意

❷ 刑法等の一部を改正する法律の施行に伴う関係条
例の整理に関する条例 可決

❸ 鳥取県議会委員会条例の一部を改正する条例 可決

❺ 鳥取県議会個人情報保護条例の一部を改正する条例 可決

❻ 鳥取県議会会議規則の一部を改正する規則 可決

❾ 東京一極集中の是正に向けた抜本的な改善策を求
める意見書 可決
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一
般
質
問

代
表
質
問

常
任
委
員
会
活
動

議
決
結
果

自由民主党 自由民主党 民主とっとり 公明党 無所属

賛
成
者
数

反
対
者
数

表
決
者
数

議決結果東
田　
義
博

入
江　
　
誠

河
上　
定
弘

鳥
羽　
喜
一

山
本　
暁
子

川
部　
　
洋

中
島　
規
夫

広
谷　
直
樹

島
谷　
龍
司

斉
木　
正
一

福
田　
俊
史

内
田　
博
長

浜
田　
一
哉

鹿
島　
　
功

安
田　
由
毅

語
堂　
正
範

野
坂　
道
明

浜
崎　
晋
一

村
上
泰
二
朗

坂
野
経
三
郎

浜
田　
妙
子

尾
崎　
　
薫

興
治　
英
夫

伊
藤　
　
保

前
田　
伸
一

前
原　
　
茂

銀
杏　
泰
利

玉
木　
裕
一

前
住　
孝
行

西
村　
弥
子

山
川　
智
帆

松
田　
　
正

福
浜　
隆
宏

市
谷　
知
子

議案等番号 件　　　　　　　名 議案に対する賛否

① 令和７年度鳥取県一般会計予算 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 議 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × 32 1 33 可決

⑤ 令和７年度鳥取県国民健康保険運営事業特別会計予算 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 議 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × 32 1 33 可決

⑰ 令和７年度鳥取県天神川流域下水道事業会計予算 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 議 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × 32 1 33 可決

⑲ 令和７年度鳥取県営工業用水道事業会計予算 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 議 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × 32 1 33 可決

� 関西広域連合規約の変更に関する協議について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 議 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × 32 1 33 可決

� 天神川流域下水道の管理に要する費用について関係市町が負担すべき金額を定めること
についての議決の一部変更について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 議 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × 32 1 33 可決

� 鳥取県職員定数条例の一部を改正する条例 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 議 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × 32 1 33 可決

� 鳥取県行政組織条例等の一部を改正する条例 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 議 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × 32 1 33 可決

❶ 鳥取県議会議員の定数並びに選挙区及び各選挙区において選挙すべき議員の数を定め
る条例の一部を改正する条例 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 議 ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × × ○ ○ ○ × ○ ○ × 28 5 33 可決

❹ 鳥取県議会議員の議員報酬、期末手当及び費用弁償に関する条例の一部を改正する条
例 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 議 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × 32 1 33 可決

❼ 高額療養費について今後も自己負担を引き上げないことを求める意見書 × × × × × × × × × × × × × × × × × 議 ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × × ○ ○ 棄 ○ × × ○ 10 22 32 否決

❽ 高額療養費制度の自己負担引き上げの撤回を求める意見書 × × × × × × × × × × × × × × × × × 議 × × × × × × × × × ○ ○ ○ ○ ○ × ○ 6 27 33 否決

議案等番号 件　　　　　　名 委員長報告 委員長報告に対する賛否　※請願・陳情への賛否ではありません

陳情７年- １ 「最低賃金法の改正と中小企業支援の拡充を求める意見書」の採択を求
める陳情 不採択 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 議 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × 32 1 33 不採択

陳情７年- ２ 国に対し「原発依存度の低減」を求める意見書を提出することを求める
陳情 不採択 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 議 × × × × × × ○ ○ ○ ○ × × × ○ ○ × 23 10 33 不採択

陳情７年- ３ 操縦士の飲酒防止など航空安全の推進を求める意見書の提出について 不採択 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 議 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × 32 1 33 不採択

【凡例】　議案等番号…○数字は知事提出議案、●数字は議員提出議案
　　　　 賛否欄…「○」賛成、「×」反対、「議」議長、「棄」棄権。
　　　　 ※請願・陳情は、委員長報告に対して、賛成であれば「○」、反対であれば「×」と記載した。

議決結果…議案は「可決」「否決」「同意」「承認」「認定」等の区分による。
　　　　…請願・陳情は「採択」「趣旨採択」「研究留保」「不採択」の区分による。
※�（措置済）と記載があるものは、国又は執行部等において措置済みのため願意が概ね実現されており、議会として重ねて
　措置を講じる必要がないことを理由とするもの。

とっとり県議会だより
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令和７年２月定例会付議案等議決結果

一
般
質
問

代
表
質
問

常
任
委
員
会
活
動

議
決
結
果

賛否が分かれた議案及び否決された議案

自由民主党 自由民主党 民主とっとり 公明党 無所属

賛
成
者
数

反
対
者
数

表
決
者
数

議決結果東
田　
義
博

入
江　
　
誠

河
上　
定
弘

鳥
羽　
喜
一

山
本　
暁
子

川
部　
　
洋

中
島　
規
夫

広
谷　
直
樹

島
谷　
龍
司

斉
木　
正
一

福
田　
俊
史

内
田　
博
長

浜
田　
一
哉

鹿
島　
　
功

安
田　
由
毅

語
堂　
正
範

野
坂　
道
明

浜
崎　
晋
一

村
上
泰
二
朗

坂
野
経
三
郎

浜
田　
妙
子

尾
崎　
　
薫

興
治　
英
夫

伊
藤　
　
保

前
田　
伸
一

前
原　
　
茂

銀
杏　
泰
利

玉
木　
裕
一

前
住　
孝
行

西
村　
弥
子

山
川　
智
帆

松
田　
　
正

福
浜　
隆
宏

市
谷　
知
子

議案等番号 件　　　　　　　名 議案に対する賛否

① 令和７年度鳥取県一般会計予算 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 議 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × 32 1 33 可決

⑤ 令和７年度鳥取県国民健康保険運営事業特別会計予算 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 議 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × 32 1 33 可決

⑰ 令和７年度鳥取県天神川流域下水道事業会計予算 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 議 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × 32 1 33 可決

⑲ 令和７年度鳥取県営工業用水道事業会計予算 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 議 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × 32 1 33 可決

� 関西広域連合規約の変更に関する協議について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 議 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × 32 1 33 可決

� 天神川流域下水道の管理に要する費用について関係市町が負担すべき金額を定めること
についての議決の一部変更について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 議 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × 32 1 33 可決

� 鳥取県職員定数条例の一部を改正する条例 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 議 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × 32 1 33 可決

� 鳥取県行政組織条例等の一部を改正する条例 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 議 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × 32 1 33 可決

❶ 鳥取県議会議員の定数並びに選挙区及び各選挙区において選挙すべき議員の数を定め
る条例の一部を改正する条例 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 議 ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × × ○ ○ ○ × ○ ○ × 28 5 33 可決

❹ 鳥取県議会議員の議員報酬、期末手当及び費用弁償に関する条例の一部を改正する条
例 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 議 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × 32 1 33 可決

❼ 高額療養費について今後も自己負担を引き上げないことを求める意見書 × × × × × × × × × × × × × × × × × 議 ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × × ○ ○ 棄 ○ × × ○ 10 22 32 否決

❽ 高額療養費制度の自己負担引き上げの撤回を求める意見書 × × × × × × × × × × × × × × × × × 議 × × × × × × × × × ○ ○ ○ ○ ○ × ○ 6 27 33 否決

議案等番号 件　　　　　　名 委員長報告 委員長報告に対する賛否　※請願・陳情への賛否ではありません

陳情７年- １ 「最低賃金法の改正と中小企業支援の拡充を求める意見書」の採択を求
める陳情 不採択 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 議 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × 32 1 33 不採択

陳情７年- ２ 国に対し「原発依存度の低減」を求める意見書を提出することを求める
陳情 不採択 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 議 × × × × × × ○ ○ ○ ○ × × × ○ ○ × 23 10 33 不採択

陳情７年- ３ 操縦士の飲酒防止など航空安全の推進を求める意見書の提出について 不採択 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 議 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × 32 1 33 不採択

【凡例】　議案等番号…○数字は知事提出議案、●数字は議員提出議案
　　　　 賛否欄…「○」賛成、「×」反対、「議」議長、「棄」棄権。
　　　　 ※請願・陳情は、委員長報告に対して、賛成であれば「○」、反対であれば「×」と記載した。

議決結果…議案は「可決」「否決」「同意」「承認」「認定」等の区分による。
　　　　…請願・陳情は「採択」「趣旨採択」「研究留保」「不採択」の区分による。
※�（措置済）と記載があるものは、国又は執行部等において措置済みのため願意が概ね実現されており、議会として重ねて
　措置を講じる必要がないことを理由とするもの。

請願・陳情の詳しい結果はこちらからご覧いただけます　⇒

とっとり県議会だより
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期　日 日　　程
６月９日（月） 本　会　議（開会・提案理由説明）

10日（火） 常任委員会
11日（水） 本　会　議（代表質問）
13日（金）

本　会　議（一般質問・質疑）

16日（月）
18日（水）
19日（木）
23日（月）
24日（火）
26日（木） 常任委員会
27日（金） 特別委員会
30日（月） 本　会　議（採決・閉会）

※ 日程は変更の可能性があります。
※ 午前10時開始の予定です。

　本会議、常任委員会、特別委員会などの生中継と録
画中継のインターネット放送は、パソコン・スマート
フォンからもご覧いただけます。
　また、本会議はケーブルテレビでもご覧いただけます。

　　　鳥取県議会ホームページは
　　　　　　　　　　こちらから→

県議会からのお知らせ
information

パソコン・スマートフォンでご覧いただけます６月定例会の日程案

　この２年、広報委員会は野坂副議長を委員長に県議
６名、議会事務局職員２名が担当しました。
　一読でご理解いただける文面づくりと議場での熱き
濃い議論の一端が届くように苦心しました。
　次号からは新メンバーが担当します。多謝。
� （広報委員F）

あ と が き

　鳥取県議会では、本会議、常任委員会、特別
委員会等をインターネットで配信（ライブ・録
画）しています！

　鳥取県議会では、２年後に行われる次の県議会議員選挙から、議員数を現行の35人から33人とし、鳥
取市・米子市の両選挙区から１人ずつ削減することとしました。
　この見直しに当たっては、令和５年６月に特別委員会を設置し、慎重に議論を重ねてきましたが、本県
の人口減少が一層進む状況を踏まえ、公職選挙法の特例規定を適用した上で議員数を削減する方針を決定
し、その条例の改正案を令和７年２月定例会で可決しました。
　本県は、現状でも都道府県で最も議員数の少ない議会ではありますが、議員数が更に削減となっても、
引き続き県民の皆さんの声を県政に届け、県議会に期待される役割を果たして参ります。

議会中継について

議員定数の見直し

ライブ中継はこちらから 過去の中継はこちらから
※会議録掲載まで公開こちらからアクセス↑

https://www.kensakusystem.jp/
tottori-vod/index.html（ ）

八頭郡

岩美郡
東伯郡

倉吉市

日野郡

境港市

西伯郡

鳥取市米子市
鳥取市選挙区
12人→11人

米子市選挙区
9人→8人

議員定数35人から33人へ削減する条例改正を
令和７年２月定例会で可決しました

とっとり県議会だより


